18F-FDG and 18F-NaF PET/CT demonstrate coupling of inflammation and accelerated bone turnover in rheumatoid arthritis by 渡邉　 俊幸





   
 
    申 請 者 氏 名  渡邉 俊幸 
 横浜市立大学大学院医学研究科 医 科学 専 攻           













審  査  員 
 
主 査  横浜市立大学大学院医学研究科  井上 登美夫教授 
副 査  横浜市立大学大学院医学研究科  齋藤  知行教授 
 




学位論文名：18F-FDG and 18F-NaF PET/CT demonstrate coupling of inflammation and 
 accelerated bone turnover in rheumatoid arthritis 
（関節リウマチにおける FDG-PETと NaF-PETによる炎症と骨代謝解析） 
 
 














早期診断には FDG-PET が有用で予後予測や治療効果に関しては NaF が有用という理
解で良いか。 


























2. FDGを併用したとしても NaFの残存と比しての比較が難しいのでしょうか。 
3. 論文 introで早期診断、臨床的寛解後の骨破壊を言っているが、今回調べた 6カ月後ま
でであり、十分な期間なのか。今後どの程度の期間を調査する必要があるのか。 
4. 今回は 6カ月後も X線のみの変化を追うということで推測することができるか。 











2. NaF が残存しており、FDG も NaF も両方とも集積している部分に関しては、骨破壊
が進行する予測因子になると考えている。 
3. 十分ではない。 
4. 時間が限られていたので変化のスコアのみの解析。今後は PET に関しても 6 カ月、1
年とおって解析していく必要がある。 









































以上の審査の結果、本研究は、関節リウマチにおける FDG-PET と NaF-PET による炎症
と骨代謝解析を示したものであり、今後の骨破壊の予測因子の解明の一助となるものと思
われた。また、申請者は本学位論文の内容を中心に幅広い質問に的確に回答し、この課題
について深い理解と洞察力を持っていると判断した。以上より本研究は博士（医学）の学
位に値するものと判定された。 
